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D.V.E.は 次の段階で接線方向に大きくなる(第 二段階)。 この時,D.V.E.は 隣接半径列
の細胞間に侵入生長をして行 くが,D.V.E.お よび側方の半径列に形成 された多数の細胞の半
径方向生長(表 面 生長木部1の 段階)に より形成層が外方に押 しやられると,細 胞数の少ない
D.V.E.隣 接半径列は分離され,D.V.E.に スペースを提供するものと考えられる。
D.V。E.の 周囲を埋めているmatrixの 細胞は表面生長をほぼ終えた後,二 次壁を形成 しな
いでD.V。E.の 発達を待つ(表 面生長木部五)。 この時D.V.E.は これらの細胞を押 し拡げ,
半径方向にも大きくなり形を整える(第 三段階)。matrixの 細胞は全体に半径方向に引張 られた
様子を示 し,細 胞配列の調整が進行する。 次にD.V.E.が 二次壁の形成を始め(第 四段階),
それが次第に周囲の細胞に及んで行 く。
比較のために調べたハ リエンジュの春材道管についても同様の発達パターンが認められた。 し
か し,ハ リエンジ3で はD.V.E.第 三段階(表 面生長木部皿)に おいて,matrix細 胞 のうち




広葉樹材の軸方向構 成要素 は紡錘形始原細胞 に由来す る もので あるが,そ の中には木 部繊維の
よ うに軸方向に伸 長 した要素 もあ り,ま た,道 管要素 のように横方向に著 しく拡大 した もの もあ
.る。二次木部形成 におけ るこのよ うな特殊化 した細胞への分化過程 は極めて興味深い もので,な
かで も,道 管 の発 達,特 に環孔材孔 圏にみ られるような巨大な道管 への発達 は注 目され,研 究 も
な されてい る。すなわち,分 化 中の道管要素differentiatingvesselelement(以下D.V.Eと
省略す る)は まず接線方 向に大 き くなる こと,そ の際,隣 接す る細胞を引きはが して その間に侵
入する こと,次 に半径方 向にその直径 を増す ことなどが報 告されている。D.V・E・ が発(ムゐヨリあゆ)達し は
じめ ると,そ れは,当 然,周 囲の細胞の分化 ・発達に影響 し,そ れ らの細胞 の形 や配列 に変化を
生ぜ しめ る。EsAuは それを生(の)長に伴 うcellulara(ijustment(細 胞配 列の調 整)の 問題 として
いる。
道 管の発達 とその際 の細胞配列の調整 は広葉樹の木 部形成の特徴 と考 え られるので,本 研究は
これを環孔材 の道管形成に おいて明確に と らえ ようとして行な った もので ある。 そのた め,解 析
の容 易な樹種 として層階状構造 をもつアオギ リを選び,形 成層帯 の薄壁 の細胞 を明瞭に観察す る
ためにエポキシ包埋薄切片一 ヨウ素 染色法(の)を用 いた。
この研究 にあた り,試 料 の採取を快諾 下 さった京都市東 山区猪俣氏,京 都大学工学研究所,農
学部演習林上賀茂試験地の方 々に,ま た実験に際 して種 々御援助 をいただい た木材構 造学研究室
の各位 に深 く謝意を表す る。
2材 料 と 方 法
実験 に用 いたアオギ リ(FirmianaplatanifoliaSHORTYetErn)L・)は京都 市東 山区 猪 俣氏 宅 お
よび京都大学工学 研究 所内に生育 して いた もので胸高直径25～38cm樹 高約7～9mの もので
あった。 また比較のた めにハ リエ ンジ3(Robiniapseudo-acaciaL.,京 都大学北部構内お よび演習
林上賀茂試験地 に生育 の もの)に ついて も観察 を行な った。
試料は1970年4月 下旬 か ら9月 上旬 まで ほぼ一週間お きに,1971年4月 中旬 か ら8月 下旬 まで
ほぼ1カ 月お きに,供 試木 の胸高 よ り上下20cmぐ らいの範囲か ら採取 した。採取時 に形成層
でのは く離 や細胞 の押 し潰 れ(特 にD.V.E.の 両側 が潰 れ易い)の ないように鋸 目を入れた後,
片刃 のカ ミソ リ刃 とノ ミを用 いて細心の注意を払 って試料を切 り出 した。それを直ちに固定(19
70年FAA液,1971年3%グ ルタル アルデ ヒド),r×t×1-3×5×3mmに トリミング し,ア
ル コール シリーズで脱水,エ ポ ン812(Luft法,A:B=3:7)で包埋 した。超 ミクロ トー ムにガ
ラスナイフを用 いて1～3ｵの 薄切片を と り,塩 化カル シウム ・ヨゥ素液で染色(の),観察 した。偏
光顕微鏡 による観察の ほか,脱 包埋後サ フラニ ン ・ライ トグ リー ン染色 して の観察 も行 な った。
3結 果 と 考 察
アオギ リ材 の形成を生育期間中を通 じて観察 したが,こ こで は春材(孔 圏)の 道管の発達を主
として述べ る。
3.1ア オギ リ材孔 圏の形成 完成 したアオギ リ材の3断 面をPlate1に 示 す。 孔圏道管 は多
列で あ り,供 試試料では最 大直径 の道管 は2～3列 目に あ らわれ ることが多か った。アオギ リ材
zos.
の特徴は整然とした層階状構造で,木 部繊維も分化中に多少の伸長生育をするが層階状構造を乱
す程ではない。従 って分化中の木部の横断面には,Plate2～6に みられるように,ほ ぼ接線方





Plate2に 示す。種々の発達段階のD.V.E.が みられ,既 に二次壁の形成の進んだもの もあれ
ば,拡 張中のものもみられる。Plate2Aの 矢印は発達初期(第 一段階,後 述)のD.V.E.と
思われる。6月 中旬までに3～4列 の孔圏道管の形成が進み,そ れ以後,夏 材が形成される。分
裂木部(母 細胞分裂が行なわれている)の 細胞数の推移を調べると5月 上旬および6月 下旬にピ
ークがみられた(1970)。おそらく,そ の時期が分裂の最盛期と考えられる。





胞をD.V.E.と し,そ れが発達 して道管となるとする仮定の正当性を直接証明することはでき





きる ことが望ま しい。それぞれの名称につ いては,WHITMoREら,WILsoNら,今 川 らの考 え
を参考に形 成層始原細 胞camb量alin三tial,分 裂木部dividingxylem,表面 生 長 木 部surface
growthxylem,お よび二次肥 厚木部secondarythickeningxylemとした。
始原細胞については確固 とした決定法 はない。形成層帯 の細胞の接線壁を注意深 く観察す ると
形成直後 と思 われる薄 い壁 とや や厚 目の壁 とがみ られ る(Plate3)。 これを半径 列について 追跡
してみる と2個 あるいは4個 の細胞の組を認 めることができる。 ここでSANIo'sfourを 思 い起
す こととなる。 これ は針(ユねの)葉樹材 で始原細胞 ゴ,木部母細胞m,そ の娘細胞d,仮 道管 彦は(2十m十d
十d)十(t十 肝'十 の十_の 配 列をす るとす る もので ある。2,m,d,と も に分 裂 能 力 を 持 つ の
で分裂が盛 んな ときは組 の数が増 えるが,い ずれに して も2細 胞あ るいは4細 胞の組ができる(ユの)。
Plate3で 最 も若い4細 胞の組 の第一細胞 を始原細胞 とす るか,そ の上の2細 胞の組 の細胞 を始
原細胞 とす るかは決 め手がないが,こ の場合 は放射組織細胞中最短 の細 胞(Ri)の 位 置を考 え合
せて後者(○ 印)と した。 この よ うに して決定された始原 細胞は真 の もの と1～2細 胞異な って
い る可能性 があるが,こ の実験 におけるように,単 に分化中の木部の細胞を数 えるための区分点
とす るよ うな 目的には差支 えな い。
母細胞分裂 で新生 した細胞 はやがて表面生長を開始する。分裂木部 と表面生長木部 との境界 は
厳密に規 定で きる ものではないが,細 胞の寸法の増大に基 づいた概略 の区分 は可能で ある。 この
場合基準 とな るのはD.V.Eを 含 まず,配 列 の乱 れていない半径列(以 下,ordinaryfileと 呼
ぶ)に おけ る細胞寸法 の変化で ある。Plate3の 半径列はいずれ もこのord量naryfileで ある。
これ らでは接線方 向径 がほぼ一定で あるので,半 径 方向径 の増加 によ り表面生長 の様子 を知 るこ
とができる。Plate3の 半径 列の ようにD.V.E.か らはなれたordinary丘leと,同 時期にす
で に完成 した道管の近 くにあ る半径 列 とで,半
径方向直径 の経過を調 べた結果 はFig.1の と
お りで あった。 どち らで も始原 細胞か ら10～11
細胞までは半径 方向径 は小 さ く分裂木部 中で の
経過を示す と思われ,12～15細 胞か ら表面生長
木部(こ の場合 は主 として半径方 向へ の拡大)
に入 っている。
分化 の次の段階,す なわ ち二次壁の形成や木
化の開始 は偏光顕微鏡や染色法 によって識別 す
ることがで きる。
3.3発 達初期 のV.E,D.Fig.1にみ られ
るよ うに分 裂木部では細胞の半径方 向径が10,u
以 下 と小 さ く,ま た,横 断面 において は 形成
されたばか りの 薄い接線 壁が多 く認 め られ る
(Plate3,4)。 しか し,こ のよ うな細胞中に半
径 方向径 の大 きくな り始 めた数個 の細胞がグル
ープ とな ってあ らわれ る場合 があ る(Plate4)。
その様子 をわか り易 く示 したのがFig・2で あ る。直径 の大 き くな った 細胞中にD.V.E.と な る
細胞が含まれてい るのであ るが,そ れ らが半径方 向径 の小 さい分裂木部の細胞に取囲まれた状態
にあ る。その周 囲の細 胞で分裂 が生 じて いることはPlate4に おいて分 裂直後で あることを示す
薄 い接線 壁の存在 によ り理解 で きるであろ う。直径増大を始 めた細胞を含む半径列は母 細胞分裂
がそれだけ減少す るために,そ う した細胞を含まぬ 側方 のordinaryfileよ りも細胞数が少 ない結
果 となる。D.V.E・ を含む半径列におけ る分裂 木部 の細胞数 および全細胞数が ともにordinary
fileの それ らよ りも少 ない ことが,形 成初期の4月18日 の試 料の調 査で確認で きた。 この ような
状況 がD,V.E.発 達初期 の特徴 である。
3.4D。V.E.の 接線方 向拡大 直径 増大 を 始
驚驚繕擁雛際醒響 雲
あ ることが明確 になる(Platc4,5,6)。 この とき
D.V.E.の 周囲の細胞 は半径方向径が増大 し,そ
れが次第 に側方 の細胞 に及んで いる様子が う か が
われ る。す なわち初期 の段階で直径増大を始 め た
細胞 グループ を囲んで いた分裂木部の細胞の う ち
側方 の半径列 の ものが半径方向に表面生長 を 始 め
て いる。その様子をFig.3に 示 しているが,こ れ
をFig.2と 比較する とよ く理解 で きるであろ う。
D,V.E.に 接 してい る細胞は変形 して いるので表
面生長を知 るために細胞の周 囲を測定 し,そ の 値
を図 中に記入 している。周 囲長 は70～80μ の 値
を示す ものが多いが,一 方,こ の時期に完成 した
道管の周 囲の細胞の周 囲長 も平均80,u程 度 で あ
るので,D.V.E.周 縁 の細胞 は これ以後は表面生
長を しないでD.V.E.の 発達に応 じて変形 して
行 くもの と考 え られ る。D.V.E.に 隣接す る半径
列は分裂が減 じて細胞数 が少 ないので,細 胞 数 の
多い側方のordinaryfileで 細胞 が半径方 向 に 拡
大 して形 成層 を外方 に押 し出す と,そ れ らの 半 径
列は引張 され分断 され る こととな り,D.V.E.が
接線方 向に拡 がるためのスペー スを作 る こと と な
る。D.V。E.の 侵入生長 は周囲の細胞を細胞間層
で分離 して侵入 して行 くとされ て い るがPlate7
は侵入先端部 を示す電子顕微鏡写真で ある。
3.5D.V.E.の 半径方 向拡大 と完成D.V.E.
は次 に半径方 向に も拡大 し大 き くなるととも に 次
第に丸 くなり,次 いで二次壁 を 形成 して 完 成 す
る。 この過程の種 々の状況をPlate2お よび8に
み る ことがで きる。その際D.V.E,の 間を埋めてい るmatr三xの 細胞はほ とん ど表面生長 を終
えて いるが,二 次壁の形成 を しないでD.V.E.の 発達 を待 って いる状態 と思われ る。その間,
D.V.E.の 周囲の細 胞は側方 に押 しや られ,変 形や細胞間の分離な ど 細胞配列 の調節が進む。
この研究で観察 した限 りでは,細 胞が完全 に押 しつぶ された例や 引き破 られ た りす る徴候はみ ら
れなか った。D.V.E.側 方の細胞 には半径方向が著 しく 増大 した ものがみ られ るが,こ れ らは
表面生長が進んだのではな くて,む しろ拡大す るD.V.E.に よって,機 械的に接線方向に圧迫
され,半 径方 向に引張 された結果 と考え られ る。また,Plate8で 矢印 で示 したようにD.V.E.
の 内側および外側 の細 胞は半径方 向径を 増大 しないままで止 まり,D.V.E.の 半径方向拡大の
スペース作 りに寄与 して いる。
この段階 で今一つ 目立つ ことはD.V.E.の 外側で形成層が外側にふ くれ出 してい ることであ
る(Plate2,8)。 これは放射組織細胞の半径方向への伸 長がお くれている の と,D.V.E.が 強
い力で拡張 しよ うとして外側の組織を押 し出 しているため と考 え られる。 放射組織 細胞の新生 と
その後の伸長 生長 は道管 の発達 に伴 う細胞配列の調 整に影響 す るのは当然であるが,具 体 的な検
討 は行な って いない。
最 後にD.V.E.に 二次壁が堆積 し,木 化が進んで完成す る。二次壁 の堆積 がD.V.E.壁 か
ら始 ま り次第 に周囲の細胞に及 んで行 く状 況をPlate9に 示 した。木化 も同様に進行する ことが
サ フラニ ン ・ライ トグ リー ン染色法で観察 された。
3.6ア オギ リ春材道 管の発達(模 式図)以 上の観察結果か ら春材道管 の 発達経過 をまとめ
模式図 と してFig.4に 示 した。
(1)前 段階 半径列a,b,c,d,eは 同一歩調で細胞分 裂を行 な っている。
(2)D.V.E.m段 階b,c,d列 の分裂木部中の細胞が半径方 向に表 面生長 をは じめる。 そ
の うち特に拡大の著 しい ものがD.V.E.と な ると考 え られる。a,e列 では引き続 き母細胞分裂
を行 なってい る。a,e列 の分 裂が促進され るのでな くて,b,c,d列 の母細胞 分裂が おさえ ら
れて それ らの細胞が表 面生 長に移 ったと考 え られる。拡大 を始 めた細胞のグループ よ り内側 にあ
る細胞は母 細胞分裂 を行 な うもの もあるが,多 くは半径方向拡大を しないで とどま った状態にあ
る。
(3)D.V,E.第 二段階D.V。E.の 側 方でa,e列 の細胞が拡大を始め,D.V.E.も 大 き く
な る。そのため間に はさまれたb,d列 はa,c,e列 の半径方 向生長 によ って 引張 られD.V.E,
に接す る細胞が引 きはが され るよ うにな り,そ の間隙 にD.V.E.が 侵入す る。 これが道管形成
の第 二段階でD.V.E.は 接線方向に拡大す る。
④D.V.E.第 三段階matrixの 細胞 はほぼ表面生長を終 えて い るが二次 壁の形成 を しない
で とどまってい る。D.V.E.の みが拡大 を続 け,周 囲 の細胞を 押広 げ接線方 向ばか りで な く半
径 方向に も大 き くな り次第に形 を整え る。 この時期は周囲 の細胞 は膨圧を減 じて いるのか,高 い
膨圧で拡張す るD.V.E.の なすが ままに位 置 を
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次にアオギ リの春材形成期における木部 形 成を
擁熱騰蕪
なわち,matrixの 細胞 の表面生長が進み,直 径 あ
るいは周 囲長が増大 してい るころを1,そ れ ら の
細胞 の表面生長 はほとんど終 って いるが 二次壁 形
成 を行 なわないでD.V.E.の 発達 ・完成を 待 っ
て いると ころを皿 とす る。1の 初 めにD.V.E.は
接線 方向に拡張 し(第 二段階),1の 終 りか ら皿に
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入 ってD.V.E.は 半径 方向に も拡大 し(第3段 階),次 に二次壁を形成す る(第4段 階)。matrix
の細胞の木化は道管 の周囲か ら始 ま り全体 に及んで行 く(S.T.X.)。
3.7ア オギ リ夏材道管 の発達6月 中 ・下旬以 後夏材 が形成 される。 夏材 における 道管 の発
達を観察す ると春材 のそれと若干異 なった点 が認 め られ る。 道管発達のパ ター ンはFig.4と 同
じで,最 初 に(第1段 階),分 裂木部 中に表面生長 を始 め半径方向径 の増大 した細胞がグル ープ状
に あ らわれ るが,夏 材 ではそのグル ープの細 胞数が少 な く,単 独の場合 もあり,そ の後の発達 も
小 さいのでD.V.E.発 達 の影響 を受 ける範 囲が春 材のそれ と くらべ るとず っと狭 い(Plate10)。
今一 つの異 な った点 は,夏 材で は木部繊維が 多 くあ らわれて くるが,こ れ らは多少伸 長生 長を行
な うので,横 断面上半径方 向に整然 と並んだ細胞の間に伸 長 した細胞の先端が割 り込 んで きて細
胞 の並 びが乱 れて くる(Plate10矢 印)。 これ らの細胞は表面生長に入 って始め横方 向に拡が り
(半径方向径 の増大),次 に伸長生長をす る。伸 長生 長は,Fig.5に おける表面生長木部 皿に お
ける生長 と考 え られ る。夏材 における細胞の配列調整には繊維 細胞の伸 長生 長の影響 が加 わる。
3.8ハ リエ ンジュにおけ る道管 の発達 次にハ リエ ンジュに おける 道管 の 発達 を調ベ アオギ
リのそれ と比較 した。ハ リエンジsの 形成層 は層階状構造 を もつが,分 化 中,特 に繊維細胞の著
しい伸長生長 によってその配列 は乱 れ,完 成 した木部 は層階状構造 は示 さない。道管発 達経過 の
解析 はアオギ リの場合 と同様に行な った。す なわち,各 時期 においてD.V.E.を 含 まぬ半径 列
ordinaryfileを さが し,そ れ らにお ける半径 方向径(必 要 とす る場合 は周囲長 も)の 推移 を調
べて分裂 木部か ら表 面生長木部 への移行 の標準 と し,そ れ によってD.V.E.お よび その周縁 の
細胞め表面生 長の程度 を判定 した。
春 材道管 の発達段階 の例 をFig.6,Plate11,12に示す。Fig.6AはD.V.E発 達 の第一段
階を示 し(Fig.2参 照),Fig.6Bは 第三段階 を示す。道管発 達のパ ター ンはFig.4に 示 したア
オギ リのそれ と同 じで ある ことがわか った。ハ リエ ンジュの木 部形成 がアオギ リのそれ と異 なる
のは繊維細胞 の著 しい伸長で ある。 調査 した試料では紡錘状始原 細胞の 長 さが約160,uで あ る
のに対 し,完 成 した道管要素(春 材 ・夏材 とも)は165～170,uで あ ったが,木 部繊維 は平均 で
約780μ で5倍 伸長 していた。その伸長が分化 中どのよ うに生ず るかをみ ると分裂木 部 か ら表
面生 長木部 に移 り,初 め半径 方向径 がやや増大 したのち,伸 長す る。 そのため半径列 は乱れ,細
胞 の横断面形状 も変化す る(Plate12)。 伸 長はD.V.E.発 達 の第三段階 に並行 して進んでい る。
伸長生長は 体積増加 に関 して は 細 胞数増加 と同じ効 果を もつか ら,著 しい 伸長生長が行 なわれ
るとその木部は半径 方向に生 長す る結果 と な り,
D.V,E.の 半径方 向拡大 を助 ける と考え られ る。
伸長生長中の木部はFig.5Aの 表面生長木部木部
皿に相 当す る。 これをFig.5Bに 示 した。 ここで
はD。V.E.の 拡大 がすす み,そ れに伴 う 細胞配
列調整 が進 むが,同 時 に伸長生長に よる調 整 も 進
行 して最終 的な配列がで き上 ると考え られ る。
3.9総 括 以上道管 の発達 と細胞配 列 の 調 整
につ いて述べたが,問 題は要す るに 巨大 な道管 が
発達す るた めのスペースが どのよ うな仕組で 作 ら
れるか という ことで ある。D.V.E,は 先ず接線方
向に,次 畔 径 方郁 大 き くな る。と1まi>Fraxinus,
5)4)
Quercus,Kalpanaxおよ び こ こ で 調 べ たFirmiana
お よ びRobiniaで あ き らか に 観 察 さ れ,道 管 発 達
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の基 本的パター ンである と思 われ る。 もっともD.V.E.が 発達の第1段 階で半径方向に生長を
始めた細胞 としてあ らわれる ことは既 に述べた通 りで ある。次の段階で接線 方向に拡大 して行 く
ことについてZASADAは 内(の)側にある前年 の夏材層,外 側 の膨圧の高 い 形成層 とさらに外 方の木
化 した樹皮 によ って半径方 向へ の拡大がお さえ られ るため と考 えて いるが,Plate2に もみ られ
るよ うに同 じ時期 の生長層 の中 に半径方向に発 達 してい るD.V.E.が あるか ら,こ の考 えでは
説明で きない。筆者 らは第一段階でD.V.E.に 隣接 した半径 列は細胞分裂 が減 少 し,第 二段階
以後 におけるD・V・E・ の拡大 および側方の半径列ordinaryfileの 半径方 向生 長によ り形成層
が外方 に押 し出されると,そ の生長に同調 で きないので分 断され,そ の間隙にD.V.E.が 侵入
生長す るという,D.V.E.発 達 のためのスペース を与え る仕組の一つのあ らわれ と考 えた。
分 裂木部 中の細胞が道管 とな るべ く分裂 を しないで表面生長 に移 ると(第 一段 階Fig.4)そ れ
を含む半径 列および隣接の半径 列では細胞分裂 は減少す る ことが確か め られた。 この場合,分 裂
数の比較は前年夏 材最終 細胞以 後の細胞数 を調べ て行 な うべ きで,あ る時点の分裂木部の細胞数
のみに よってその半径 列における細 胞分裂 の多少 を比較す るのは不適 当であ る。 また,細 胞分裂
数の増減 に関 しては後述す るよ うに細胞 の伸長生長を考 慮に入れな ければな らない。
D.V.E.の 半径方向への拡大は木部の 半径 方向生長 と 歩調 を合わせ たもので あるとす る見方(の)
もあるが,Plate2お よび8に み られるよ うに,形 成層を外側 に押 し出 して凸 としている ことに
もみ られ るようにmatrixの 細胞や放射組織 の半径 方向の生 長に先行 してD.V.E.が 拡 大 しよ
うと して いるように思われ る。
D,V,E.拡 大のためのスペースを与 える 仕組 として次の 幾つかが指摘で きる。 す な わ ち,
D.V.E.の 外 側の形成層帯 における細胞分裂が減少す ること;D.V.E.第 一段階 において それ
に接す る半径 列の 母細胞分裂が減少す る一方,側 方 の半径列では 盛ん に母細胞分裂が 行 なわれ
て,そ れ によって生 じた細胞が次の段階 で半径方 向に表面生長 し木部 の半径方向生長が急速に進
む こと;D.V.E.の 周囲の細胞は表面生長 を終 えた後 も,二 次壁 を形成 しないでD.V.E.の 発
達に合 わせて変形す る こと;D.V.E.の 内側 および外側のmatrixの 細胞は あま り半径 方向に大
きくな らないで偏平な ままで あること;な どであ る。 また,matrixの 木部の半径方向生 長はそ
れを構成 する細胞 の著 しい伸長生長 によ って ももた らされ ると考 え られ る。ハ リェ ンジュなどの
よ うに繊維細胞が著 しく伸長す るものでは,細 胞の配 列調 整に大 き く影響す る。PANSHINら(ロ)は
横断面上で放射組織間 の生長層 の細胞数か ら,道 管を含む場合 と含まない場合 の細胞分裂 の多少
を比較 して いるが,細 胞の伸長生長を考慮す る必要 があ る。
環孔材 の木部形成においては道管の発 達を最優 先 した分化が行なわれ ると言 うことがで きる。
しか しそ の分化の過程で 巨大な道管の発 達を可能 にす る巧妙 な仕組 みがある ことが わか った。 こ
こに報告 した環孔材2樹 種の他 に散孔材(ポ プ ラ)に ついて も調 べたがその木部形成 は環孔材の
それ と多少異 な った ところがあ る。広(の)葉樹材 の木部形成 につ いて は道管の発達 を中心にその特徴
を把 握す るのが適切であ り,特 に道管発達 に伴 う細 胞配 列変化 の追究 は広葉樹材 の細胞的構成を
理解 す るのに も役立 つ もので ある。
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   Development of the vessel element and cellular adjustment in xylem differentiation 
were studied in wood of Firmiana  platanifolia SCHOTT et ENDL. which has a conspicuous 
storied structure. Thin sections about 2  p thick were taken from the specimens embed-
ded in Epon 812 by glass-knife cutting and observed in  FujiTA's iodine staining method. 
   Development of the early wood vessel is diagrammatically represented in Fig. 4. 
   First, several cells in the dividing xylem stop dividing and begin to enlarge radially. 
One of them continues to enlarge and finally differentiates into a vessel element. The 
preceding enlargment of the cells in the dividing xylem decreases cell production in those 
radial files to which they belong, while in other files on either side of them, mother-cell 
division continues ordinarily. In the next stage, the differentiating vessel element (D. V. 
E.) begins to enlarge tangentially. The outward displacement of the cambium due to 
radial enlargement of the cells produced in the ordinary files and the intrusive growth of 
D. V. E., separate the adjacent files in a decreased cell-productions. In the third stage, 
the D. V. E. expands radially, as the space is provided by progressive radial enlargmeent 
of new cells, one after another, in the ordinary files. The turgid D. V. E. at this stage 
vigorously expands, pushing back the matrix cells which have already finished lateral 
enlargement but remain in the primary wall state. It often pushes the cambial zone 
outwards. During this stage a new cellular arrangement is brought about. Finally, 
the secondary wall formation occurs, firstly in the D. V. E. and then spreading gradually 
over the matrix cells. 
   Development of the vessel element in  Robinia pseudo-acacia was also studied and con-
firmed to be similar to that in Firmiana  platanifolia. In its differentiating xylem,  however, 
a remarkable elongation of differentiating fibers also causes the outward displacement of 
the cambium and plays a great part in cellular adjustment.
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